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ツ
カ、

ン
"
“
バ
ラ
ノ
ア

ス

ヤ

ふ
叫
フ
見
に
資
本
制
秩
序
刀
崩
壊
」

内

山

汁一
、
は
し
が
手

二
、
ッ
ガ
ン
脳
接
川
三
酬
の
成
立
過
渡

一
一
一
、
ツ
ガ
ン
の
問
題
提
起

問
、
ツ
ガ
ン
に
よ
る
、
脱
出
明
川
町
必
批
判
巧

五

、

結

綿

一、

カ2

は

し

3 

「
修
正
主
義
」
の
禁
生
の
必
然
性
が
あ
っ
た
。

十
九
世
紀
の
後
今
、
ド

4
ツ
資
本
主
義
は
「
濁
占
」
の
段
蹄
に
突
入
す
る
Q

究
本
主
義
が
、
満
占
、

金
融
資
本
の
征
覇
、
帝
閥
、
主
義
、

足
尾

4
A
r芯

羽
山
小
、
河
川

v
r
z
tゑ
M
A

叶
関
一
民
経
済
理
論

に
つ

い
て

佐

そ
こ
に
、

藤

払
苛
寸
4
1
 

コニ

ン
、
グ
ル
ス
の
死
三
八
九
五
年
〉
後
、
所
謂

と
護
展
す
る
に
つ
れ
て
、
設
本
主
義
の

「
死
相
」

5
0
8
8
Z
B
R
H
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iま



ツ

ガ

ン

H

パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
河
川
州
民
終
決
処
必
よ
り
凡
た
資
本
総
秩
序
の
以
一
後
い
に
つ
い
て

E泰

世
界
資
本
主
義
諸
闘
の
よ
り
揚
き
一
環
に
お
い
て
ま
す
ま
す
現
質
化
す
る
。
こ
の
よ
う
な
現
賞
、
そ
「
説
明
」
じ
よ
う
と
す
-
b
試
み
の
一
つ

が
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
修
正
午
一
義
」
と
な
っ
て
現
わ
れ
ゐ
。
ペ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
根
本
の
狙
い
は
、

マ
ル
ク
ス
・
ヱ
ン
、
ク
ル
ス

と
梯
じ
た
。
か
く
て
は
、

の
「
山
印
日
後
理
論
」
そ
反
駁
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
そ
の
も
の
身
崩
壊
せ
し
め
る
に
色
拘
ら
ず
、
彼
は
「
修
正
」

(

0

4

〉

「
一
止
統
仮
」
も
献
っ
て
お
れ
な
い
の
で
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
が
「
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
擁
護
」
に
立
ち
上
る
。
か
く
て

「
修
正
主
義
者
)
と
「
正
統
汲
」
と
の
間
に
、
所
誤
「
山
間
壊
論
争
」
が
始
ま
る
。

こ
の
「
崩
壊
論
争
」
は
、
第
一
次
吠
界
戦
争
の
前
後
に
お
い
て
、
カ
ウ
ツ
キ

l
、

プ
ハ

i
リ
ン
、
ダ
ロ

l
ス
マ
ン
、
と
引
き
続
い
て
行
わ
れ
に
。

ヒ
ル
ア
ア
テ
イ
‘
夕
、

ロ
1
ザ
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
夕
、

と
こ
ろ
で
、
ツ
ガ
ン

H

バ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
の
、
経
崎
川
県
読
史
上
の
地
位
は
、

「
近
代
恐
慌
理
論
の
父
L

と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
。
彼

の
「
崩
壊
現
諭
」
に
か
ん
す
る
論
文
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
‘
カ
ク
ッ
キ
ー
の
過
少
消
伐
誌
の
立
場
か
ら
す
ゐ
、
ツ
ガ
ン
の
不
比
例
説
批

判
在
、
直
接
の
契
機
と
し
て
成
京
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
マ
ル
ク
ス
の
恐
慌
諭
は
、

比
例
読
と
し
て
切
断
さ
れ
る
に
至
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
封
立
ぞ
続
け
て
い
る
。

一
方
の
極
に
過
少
泊
費
説
、
他
方
の
極
に
不
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こ
の
過
少
治
安
説
封
不
比
例
識
の
論
争
は
、
わ
が
械
に
お
い
て
、

(

3

)

 

ツ
グ
ン
の
不
比
例
設
に
よ
る
稲
田
徳
一
一
二
博
士
と
の
論
品
ず
と
し
て
再
現
さ
れ
、
ロ
i
、サ
e

ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
の
過
少
治
校
設
在
と
る
何
上
限
市
博
士
と

「
日
本
資
本
主
義
分
析
」
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
、
周
知

〉
日
，
、
行
ご
り
ら
o

c'真
一
〈

)
J
d
y

一
一
縮
問
博
士
は
、
ツ
ガ
ン
の
「
崩
壊
理
論
」
の
中
に
、

ゐ
後
磁
者
、
コ
ン
ド
ラ
ア
イ
エ
ア
問
。
互
協
同
日
丘
町
は
、
恭
一
国
的
波
動
の
中
に
、
「
長
期
波
動
」
身
護
見
し
、
資
本
主
義
の
現
授
の
運
動
沿
‘

「
波
動
謹
動
」
に
謹
一
万
ル
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
ヮ

l
グ
マ
ン
、

t
ツ
チ
エ
ル
等
の
「
景
試
橡
測
感
」
開
。
ロ
}
戸
口
付

Z
H甘
さ
ぬ
ロ
O

由
。
ゃ
生

一
方
、
ツ
ガ
ン
が

J
-
s
・
2
ル
か
ら
借
り
に
、
恐
慌
の
版
凶
と
し
て
の
「
貨
幣
的
要
四
」
は
、
今
日
、
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ

l
、
ハ

l

「
枇
人
別
川
政
策
存
在
の
理
由
」
や
護
比
さ
れ
る
。
ま
に
、
ツ
ガ
ン
の
ロ
シ
ア
に
お
け

み
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ツ

ガ

シ

H
パ
一
フ
ノ
ア
ス
キ
ー
『
同
氏
材
料
椀
酬
は
論
土
り
け
凡
た
資
本
判
明
秩
序

ω
出
制
後
い
一
に
つ
い
て

佐
藤

ツ
ガ
e

ン
リ
バ
ラ
ノ
ブ
ス
キ

i
が
、
そ
の
崩
壊
理
論
在
世
に
問
う
に
至
っ
た
描
程
そ
略
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
、
ツ
ガ
ン

身
特
に
取
り
あ
げ
た
意
闘
が
一
そ
う
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
八
六
五
年
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
生
涯
こ
そ
、

過
程
々
背
景
と
し
て
い
る
。

ツ
ガ
ン
の
、

ロ
シ
ア
資
本
主
義
の
、
誕
生
・
殻
展
・
治
減
の
、

ロ
シ
ア
は
‘
他
の
同
欧
諸
閣
に
比
し
て
、
握
れ
て
資
本
主
義
的
褒
展
の
近
々
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
封
建
的
残
惇
k
q
充
分
に
拭

ロ
シ
ア
資
本
主
義
の
「
運
命
」
や
め
ぐ
っ
て
、

い
去
る
こ
と
が
出
来
ず
、

「
悲
観
論
的
」
阿
見
解
と
、
柴
観
的
な
見
解
と
が
封
立
し
て
い
に
。
と
は
一
五
え
、
わ
れ
わ
れ
は
、
悲
観
も
せ
ず
、
楽
観
も
せ
ず
、

本
主
義
の
現
賢
そ
‘
科
紘
一
'
的
な
理
論
に
よ
り
分
析
し
、
そ
の
挫
命
や
正
確
に
洞
察
し
て
い
た
、

ロ
シ
ア
資
本
主
義
の
深
刻
な
生
み
の
苦
し
み
は
、
始
め
か
ら
、

ロ
シ
ア
資

一
群
の
人
々
々
無
叫
す
る
も
の
で
は
な

一 144-

b 、
O 

前
者
の
「
悲
観
論
的
」
見
解
身
代
表
す
る
人
々
は
、
「
ナ
口
!
ド
ニ
キ

L
E
S
E野
町
と
呼
ば
れ
、
山
梨
観
論
的
比
僻
そ
代
表
す
る
人
々

は、

Homm凶
日
ロ
吉
田
時
富
山
田
々
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

「
合
法
的
?
ル
ク
ス
主
義
者
L

1) ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
の
見
解
(
「
ナ
ロ

1
ド
ニ
チ
ェ
ス
ト
グ
ォ
」

ロ
シ
ア
で
は
、
資
本
主
義
が
護
展
し
得
な
い
と
考
え
る
こ
と
。

ロ
シ
ア
に
お
け
る
、
農
民
と
農
民
の
「
土
地
共
有
開
」
。
宮
町
の
窓
口
ω
の
特
殊
性
是
認
め
る
こ
と
。

枇
合
の
護
肢
に
か
ん
し
て
、
科
卒
的
な
理
論
や
持
北
な
い
こ
と
。

門
出
吋

O
門凶

HM-nug守
。
〉
は
、
次
の
如
く
要
約
さ
れ
る
。

9
4
 

qδ 第
一
の
見
僻
か
ら
、
資
本
主
義
の
設
展
を

mm止
せ
ん
と
す
る
「
反
動
的
拡
競
」
が
生
ず
る
。

第
二
の
見
解
か
ら
、
科
挙
的
理
論
に
よ
っ
て
誼
り
出
さ
れ
た
、
諸
隣
級
制
の
斗
争
に
か
す
る
拳
識
の
適
用
そ
担
否
し
た
り
、
読
本
制
経

消
に
凶
有
な
矛
盾
そ
否
定
す
る
こ
と
な
る
Q

か
く
し
て
、
読
本
制
経
怖
の
矛
盾
の
更
に
護
展
せ
る
形
態
へ
の
漣
繋
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に



な

ゐ。第
一
一
一
の
見
解
か
ら
、
枇
合
の
経
済
的
琵
援
の
法
則
と
は
聞
の
、
殻
展
の
可
能
性
そ
企
闘
す
る
結
果
に
な
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
見
解
は

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
流
の
「
搭
想
的
」
日
比
併
に
つ
な
が
る
。

ゐ
0

・ま士、

プ
レ
ハ

1

ノ
ア
お
よ
び
レ

1
ニ
ン
な
ど
の
「
正
統
妖
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
は
、
こ
れ
ら
の
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
の
見
解
と
全
く
潤
立
す

「
合
訟
的
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
に
ゐ
、
ツ
ガ
ン

H

パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
、
ピ
ョ

i
ト
ル
・
ス
ト
ウ
ル

l
グ
ェ

3
6片岡・

2
吋戸〈。

セ
ル
グ
ィ
・
プ
ル
ガ
コ
ブ
∞
ゆ
吋
m
h
a
H
W
戸一吋
mmm凶

}S町
内
な
ど
も
、

?
ル
ク
ス
主
義
の
衣
裳
そ
ま
と
っ
て
、
ナ
ロ

1
ド
ニ
キ
に
反
則
到
す
る
.
そ
の

次
こ
、・lt
「
正
統
沃
マ
ル
ク
ス
、
圭
読
者
」
は
「
合
法
的
マ
ル
ク
ス
主
義
者
L

と
一
時
的
協
定
そ
給
ぶ
。
し
か
し
な
が
ら
、

ス
主
義
者
」
が
、
ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
の
「
悲
観
論
的
い
見
解
そ
反
駁
す
る
の
飴
り
、
資
本
主
義
の
永
遠
の
殻
展
の
可
能
性
身
主
張
す
る
に
歪

「
正
統
減
マ
ル
ク
ス
主
義
者
L

の
単
な
る
「
同
伴
者
L
M
)
O℃
何
回
目

「
合
法
的
?
ル
ク

つ
て
は
、
ロ
シ
ア
資
本
主
義
と
共
に
治
以
す
べ
き
「
運
命
」
在
有
す
ゐ
、

刊
の
広
広
七
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
に
。
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し
か
し
な
が
ら
、
所
謂
「
?
ン
ア
に
お
け
ゐ
資
本
主
義
論
争
」
の
口
火
必
切
つ
に
の
は
、
「
令
法
的
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
の
一
入
、
ス

ト
ゥ
ル

l
Jソ
エ
の
、
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
(
ニ
コ
ラ
イ
|
|
才
ン
)
の
葬
者
、
「
わ
が
改
革
後
の
枇
命
日
経
済
の
概
要
」

Z
F
1
1
8
ハロ

g芭
S
F

{
O
O
J
 

Z
・
匂
・
)
W
C
岳
日
窓
口
mguomCM)O吋え
2
8
0ロロ
c
m
c
c
g
uの
宮
田
守
ぬ
ロ
ロ
o
m
o
w
u
o
N同白山田守
0・
Z
S
に
封
す
る
批
判
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
忽

ち
ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
の
陣
僚
に
反
町
明
日
や
呼
ひ
、
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
は
「
わ
が
経
桝
的
後
援
の
諸
後
件
に
か
ん
す
る
或
も
の
」

Z
R
v
s
o
u
富山
E

04qωwz
ロ山田町
g
m
o
w
y
c
a向山田守

gロ。
m。
E
N〈符
q
p
河
口
田
県
。
。
出
。
m
町民国
H40・
Z
ま
・
辺
。
・
串
あ
な
る
論
文
で
、
こ
れ
に
癒
じ
た
。

五
a
)

「
現
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
ゐ
産
業
恐
慌
」
胃
0
5山田区
g
E
O
関
吋
広
島
町
〈

こ
の
論
争
の
中
に
、
わ
が
ツ
ガ
ン
れ
れ
バ
ア
ノ
ア
ス
キ

i
は、

8
3
0
5
0
5
0吋
〉
お
日
・
官
官
そ
も
っ
て
登
場
す
る
。

本
書
に
お
い
て
、
ツ
ガ
ン
は
、
山
ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
の
環
論
が
「
無
僚
件
的
に
誤
り
」
で
あ
る
こ
と
、
間
資
本
制
生
産
は
、
治
授
手
段
よ

較
的
向
学
研
究
一
一



ツ
力
ン
日
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
コ
川
氏
統
治
山
内
人
制
よ
り
凡
た
台
本
制
秩
序
山
川
別
強
h
M
に
つ
い
て

il&j 

、

れゾ

2
b

む
し
ろ
生
陸
手
段
に
か
ん
し
て
、

市
場
々
つ
く
り
出
す
こ
と
、
刊
生
産
物
乃
五
制
除
約
他
υ
仏
外
附
市
場
一
か
な
く
と
む
、
行
現
可
能

へ
お
」

以
ト
い
の
三
納
K
T
明
ら
か
に
し
七
ο

な
る
こ
と
、

ッ
、
ガ
ン
の
山
V

科
書
が
、
ド
イ
ツ
版
と
し
て
、
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
7
0
嗣
業
恐
慌
の
班
論
と
阪
史
の
諸
研
究
L

∞

z
a
g
N
E円、吋
Y
0
2
W
ロロ心

。gの
庄
の
か
件
。
(
同
日
出
虫
記
丸
田
町
民
間
O
D
山
口
同
ロ
向
日
間
口
仏
-
M
O
ロ
お
お
(
)
H
h
仙
ゐ
棋
題
小
}
以
っ
て
現
わ
れ
に
時
は
、

γ
山
肌
ベ
ル
ン
シ
品
タ
イ
ン
ら
の

修
正
主
義
が
問
閣
の
山
中
心
と
な
っ
て
い
る
時
代
で
あ
つ
に
。
ツ
ガ
ン
は
、
常
時
阪
に
、
修
丁
民
主
義
守
我
が
も
の
と
ぷ
し
、
「
マ
ル
ク
ス
主

、9
)

誌
か
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
桝
単
に
な
ち
郎
ゐ
仁
め
に
し
「
残
る
一
歩
」

b
M
m
み
出
し
て
い
仁
。

、
ぬ
リ

ツ
ガ
ン
の
「
諸
研
究
い
が
、
「
極
め
て
激
烈
か
つ
品
川
却
一
的
な
恐
慌
」
の
技
中
に
出
版
さ
れ
に
こ
と
は
も
「
丁
度
時
抗
に
越
し

な
し
て
、
ド
イ
ツ
枇
合
同
民
主
誌
の
「
正
統
沃
」
の
指
導
者
カ
ウ
V

キ
ー
は
も
「
ノ
イ
エ
・
ツ
ア

f
ト
L
U
W
Z
O
H
H
O
N
O
R

〈

n
a〉

に
わ
に
っ
て
、
ツ
ガ
ン
批
判
や
試
み
ゐ
に
五
つ
亡
。

b
ら
と

同
枕
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こ
の
寸
描
少
治
併
設
」
に
よ
っ
て
、

カ
ウ
ツ
キ
ー
は
、
先
づ
内
ら
の
「
過
少
出
作
、
設
」
や
定
式
化
し
て
、
「
過
少
的
行
説
」
こ
そ

マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
基
踏
つ
け
ら
れ
仁
恐
慌
現
論
で
あ
る
、
」
'
と
山
比
一
一
一
円
す
り
の
。

ツ
ガ
ン
の
恐
慌
斑
論
や
基
礎
づ
け
る
表
式
は
、
「
羽
山
慌
な
し
に
治
伐
の
減
退
が
起
り
特
ゐ
‘
唯
一

そ
れ
は
m
単
純
一
再
生
深
か
ら
怖
張
好
生
産
へ
の
過
渡
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
唯
一
の
場
合

正
統
祇
』
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
よ
っ
て

一
般
的
に
認
め
ら
れ
亡
、

の
場
合
や
一
部
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
r

出
ち
、

か
ツ
ガ
ン
に
あ
っ
て
は
、
資
本
主
義
的
現
討
の
品
川
却
に
な
っ
て
い
ゐ
。
し
か
お
、
そ
れ
は
資
本
主
義
的
現
官
に
於
で
は
減
多
に
起
ら
伝
い

場
合
な
の
で
あ
ゐ
L

と
批
判
す
る
。

更
に
、
ヵ
ク
ッ
キ
ー
は
問
題
冶
提
起
し
て
、
「
恐
慌
の
性
質
が
い
艶
化
じ
て
い
る
か
ど
う
か
、
鋭
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

で
的
鈍
化
し
て
い
る
か
」

μ問
い
、
こ
れ
に
到
し
て
、
カ
ウ
ッ
キ

1
自
身
は
、
恐
慌
が
弐
第
に
激
烈
化
し
、
「
悦
性
的
不
景
試
は
大
衆
に
と

っ
て
全
く
平
え
が
に
い
も
の
と
な
る
」
時
期
、
「
こ
の
強
制
批
態

MmgD∞即日
m
m
o
が
不
可
避
的
に
や
っ
て
く
ゐ
と
苧
ろ
O

L

U
答
え
て
い

ど
の
程
度
ま



1:;， 
O 

か
く
し
て
、
ツ
ガ
ン
は
、

「
唯
一
の
場
合
L

、
「
減
多
に
起
ら
な
い
州
場
合
」
と
い
う
カ
ウ
ッ
キ

l
の
非
難
に
答
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
、

そ
れ
と
同
時
に
、
新
大
に
提
起
さ
れ
に
問
題
|
|
崩
壊
理
論
ー
ー
に
射
し
て
自
分
の
M
M
解
必
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
出
来
上
っ
た
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
以
下
に
お
い
て
紹
介
必
試
る
論
文
な
の
で
あ
る
。

ト
仁

r、
1 
¥ヤノ

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
ダ
ニ
エ
ル
U

ノ
ン
(
ニ
コ
ラ
ィ

l
iオ
ン
)
宛
て
の
手
紙
で
次
の
如
く
芥
い
て
い
る
。
「
口
シ
ア
は
、
一
八
六
一
年
を
以
っ
て

大
同
日
刊
に
初
臆
し
た
科
佼
の
近
代
的
工
業
の
俊
民
を
開
始
し
ま
し
た
。
」
(
一
八
九
一
一
年
一
一
一
月
十
五
日
間
。
邦
法
「
マ
ル
ク
ス
刊
エ
ン
ゲ
ル
ス

会
集
」
第
二
一
俗
、
一
七
八
ペ
ー
ジ
o

)

ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
心
一
人
、
ド
リ
オ
口
ン
ツ
オ

7ω
校
内
は
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
白
川
辺
命
」
〈
巴

g込
山
0
3
〈
-
M
U
・
ωロ仏
σ可
戸
内
山
口
町
向
ロ
N
自
由

〈

MNO間
以
w

H

∞∞
ω
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
ダ
ニ
エ
ル

Y
ン
山
地
て
の
手
紙
の
中
ぐ
、
ス
ト
ウ
ル
1
ヴ
エ
を
批
判
し
て
い
る
。
「
口
シ
ア
に
お
け
る
後
以
の
攻
在
の
設
計
小
一
本

的
な
段
附
は
、
以
に
と
っ
て
も
ま
た
、
ク
リ
ミ
ヤ
悦
引
に
よ
っ
て
、
一
八
六
一
年
の
れ
た
波
平
の
か
法
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
み
一
く
一
般
的
に

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政
治
的
な
い
打
滞
に

E
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
と
こ
ろ

ω
M
m
史
的
ぷ
抗
体
件
心
不
り
巡
的
な
川
町
紡
で
あ
る
限
り
に
お
い
て

ぷ
は
彼
〔
ス
ト
ウ
ル
1
ド
リ
エ
|
|
引
川
者
淀
川
〕
を
政
仁
い
と
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
彼
が
、
将
来
に
山
附
す
る
あ
な
た
〔
ダ
ニ
エ
ル

y

ン
i
i
i引
川
持
政
〕
の
悲
州
開
局
的
H

A

m

と
彼
が
名
付
け
る
も
の
を
反
駁
す
る
た
め
に
ロ
シ
ア
の
況
在
の
扶
却
肢
を
人
口
地
本
山
内
の
そ
れ
に
比
絞
す
る

相
叫
ん
け
は
、
彼
は
決
定
的
に

A
っ
て
い
ま
す
。
」
ハ
一
八
九
一
一
一
年
十
月
十
七
日
間
。
河
上
「
令
集
」
一
九
一
一
一
ペ
ー
ジ
。
)

n
F
匂
-
F
F吉
田
げ
円
安
当
日
同
C
U

附同協同
C
ミ
。
片
付
げ
白
沼
恒
片
山
C
ロ
即
日
開
円
。
ロ

cgM刊
D
同
河
口
Z

U

H

C

B
由

H
甲
山
口
問
官
、
。
}
丘
町
C
口
同
叶
白
・
ぴ
出
、

F-
民
-mRHHME

白
ロ
・
吋

L
g司
凶
へ
C
吋
F
H
W
ι
p
u・ム
U
N
・

ぇ
・
ン
門
広
ロ
日

F
O吋
EW
行
白
円
。
ロ
件
円
。
〈
印
吋
白
山
仏
白
日
円
即
日
V
X即日同印

HH同
C
E
河口印印山田・

Z
ロ
O
〈
白
い
口
付
円
。
岡
山
白
・
日
戸
即
U
U
・

な
お
、
〈
包
-
H
N
O回
開

P
R冊
目
百
円
四
'

M

)

目白

htwwd自
民
}
如
氏
。
ロ
仏
白
田
町
内
省
官
}
印

e
H
U
E
-
町
内
右
-
M
話
回
J
H
F
巧
問
問

g
Z
}
H
p
g町
内
cと
s
w
a

g込
町
中
白
山
町
山
口
河
口
田
印
}
白
ロ
品
・

Mg出
-
M
U
N
U
・
和
川
悦
一
郎
、
ツ
カ
ン
・
パ
一
フ
ノ
ア
ス
キ
ー
白
恐
慌
必

!
l恐
慌
必
史

ω
一
叫
酬
と
し
て
|
|
、

以
北
帝
同
大
内
十
終
決
ゆ
合
研
究
年
淑
「
料
消
川
こ

1

(
一
九
一
一
一
同
)
参
版
。

(
2
U
 

(

3

)

 

ハ
4
〉

(

5

)

 

統
的
山
川
ド
山
川
究
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入
閣
の
意
識
で
は
な
く
て
、
物
質
的
生
活
の
諸
矛
盾
で
あ
り
、
生
成
諸
力
と
生
産
諸
閲
係
と
の
街
突
で
あ
ゐ
。
資
本
制
経
済
様
式
の
崩
壊

の
必
然
性
お
よ
び
、
そ
の
社
人
山
口
主
義
的
経
済
様
式
へ
の
騨
化
の
不
可
避
性
を
文
設
す
る
に
め
に
は
、
そ
の
に
め
に
何
よ
り
も
先
づ
必
嬰
な

こ
と
は
、
あ
る
特
定
の
段
階
に
あ
る
資
本
主
義
の
存
続
の
経
済
的
に
不
可
能
な
こ
と
に
封
し
て
一
つ
の
有
力
な
殺
採
在
提
出
す
る
こ
と
で

一
大
ん
か
か
る
不
可
能
性
が
確
定
す
危
な
ら
ば
、
そ
れ
と
と
ち
に
斉
木
、
王
者
の
そ
の
封
な
物
へ
の
移
行
の
必
然
性
ち
立
殺
さ
れ
、

あ
る
。

か
つ
粧
台
主
義
ち
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
領
域
か
ら
科
挙
の
領
域
へ
巧
に
移
さ
れ
に
こ
と
に
な
る
。

そ
の
こ
と
は
、
?
ル
ク
ス
や
エ
ン
グ
ル
ス
が
彼
ら
の
一
路
史
哲
摂
的
見
解
の
な
場
か
ら
彼
ら
の
杭
合
主
義
的
線
信
ぞ
基
礎
づ
け
よ
う
と
試

み
た
際
の
、
会
く
営
然
な
思
惟
行
程
で
あ
っ
た
。
費
本
主
義
の
存
続
の
純
粋
に
経
済
的
な
不
可
能
性
告
示
す
こ
と

i
iそ
れ
こ
そ
彼
ら
に

と
っ
て
主
要
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
、
も
し
も
資
本
主
義
の
よ
り
以
上
の
存
続
が
経
済
的
護
展
の
諸
法
則
に
矛
前
し
な
い
で
、

わ
れ
わ
れ
の
道
徳
的
意
識
と
か
或
は
人
民
大
衆
の
意
識
さ
れ
た
利
害
附
心
と
矛
盾
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
同
時
に
社
合
主
義
の
必
然
性
の

有
力
な
唯
物
論
的
流
明
ち
提
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
、
け
記
し
史
的
唯
物
論
の
立
場
に
よ
る
と
、
迫
篠
で
も
な
く
‘
人
民
の
大
多
数
の

利
害
関
係
で
も
な
く
、
生
高
諸
力
の
瑳
展
お
よ
び
、
そ
れ
に
葵
つ
く
経
済
様
式
の
護
展
が
枇
合
的
生
活
過
程
た
規
定
す
る
の
で
あ
る
か

ら
。
」

149 

こ
れ
そ
要
約
す
れ
ば
、
共
の
一
一
一
つ
の
命
題
に
帥
着
す
る
。

一
、
唯
物
史
観
は
「
経
持
的
護
展
」
身
決
定
的
な
も
の
と
見
る
、

一
寸
故
に
資
本
主
義
の
崩
壊
と
は
、
「
純
粋
に
経
済
的
に
」
資
本
主
義
が
存
続
不
可
能
な
る
こ
と
や
、
「
説
明
」
せ
ん
と
す
ゐ
「
隠
史
官

凪
こ
の
論
理
的
締
結
で
あ
ゐ
。

一
つ
の
「
厩
史
背
品
乙
で
あ
る
。

一
一
一
、
資
本
主
義
の
崩
壊
が
、
「
純
粋
に
経
済
的
L

に
で
は
な
く
て
、
「
道
議
的
意
識
」
と
の
矛
盾
か
ら
絞
明
さ
れ
ゐ
な
ら
ば
、

「
有
力
な

唯
物
論
的
説
明
は
捷
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
」

終
決
壊
研
究
一
一



ヅ
ガ
ン
司
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
一
寸
川
氏
統
的
問
必
よ
り
口
地
た
資
本
制
秩
序
ゆ
川
制
捜
h

に
つ
い
て

藤

こ
れ
で
ツ
、
カ
ン
の
論
文
の
広
岡
が
明
ら
か
に
な
る
。

す
な
わ
ち
も
唯
物
史
観
在
、
「
人
間
の

と
「
物
質
的
生
活
の
諸
矛
盾
」
や
切
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
開
問
、
結
川
市
や
同
定
し

た
互
に
封
立
し
た
極
」
と
な
し
.

2
父
互
作
用
な
全
然
看
過
す
ゐ
し
と
い
う
「
持
活
の
非
韓
被
法
的
な
観
念
」
に
註
品
川
」
替
え
る
。

次
い
で
、
「
?
ル
ク
ス
の
お
手
本
に
な
ら
っ
た
数
間
半
的
表
式
、
す
な
わ
ち
、
我
慢
つ
よ
い
紙
の
上
の
足
し
算
引
き
算
の
計
算
練
習
」
へ
口

よ
っ
て
.
「
完
本
制
経
怖
は
、
そ
れ
が
或
る
特
定
の
段
併
で
何
ら
か
の
不
可
能
と
な
り
う
べ
き
と
こ
み
の
、
何
の
契
機
も
臼
分
の
中
に
合

{
a
'
)
 

ん
で
い
な
い
」
こ
と
や
「
説
明
い
す
ゐ
。

か
く
し
て
、
完
本
主
誌
の
崩
壊
は
「
純
粋
に
経
済
的
説
明
し
え
な
い
こ
と
そ
「
説
明
」
し
に
ツ
ガ
ン
は
‘
、
に
か
「
究
本
主
義
は
無

限
の
存
続
命
後
期
し
う
る
」
な
ど
と
考
え
な
い
。
何
故
な
ら
、
資
本
主
義
は
、
わ
れ
わ
れ
の
「
泊
徳
的
政
識
」
に
矛
抗
す
る
か
ら
。
そ
の

こ
と
や
叫
説
明
す
み
に
め
に
、

ツ
が
ン
は
カ
ン
ト
の
倫
現
準
の
根
本
命
題
や
借
り
て
く
る
。

ヘ0
0
〉

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
領
域
レ
に
引
き
一
民
そ
う
と
す
る
。

か
く
し
て
杭
八
円
、
モ
北
烏
「
科
学
の
領
域
」
か
ら

- 150-

そ
こ
で
、

ッ
、
ガ
ン
の
常
日
間
の
「
課
題
」
は
、
従
来
の
「
究
本
主
義
の
谷
川
悦
の
純
粋
に
経
済
的
な
不
可
能
性
を
一
不
す
」
と
い
、
三

「
山
樹
液

盟
論
」
丸
信
取
り
上
げ
て
.
こ
れ
み
な
批
判
す
る
こ
と
で
あ
る
。

トぃ
h

f、
1 
Lノ

、H，
口
問
如
ロ
∞
同
司
田
口
。
司
凹
F
3
1
w
U
2
U山口
8
5
5
3可
ロ
n
y
円
山
田
円
宵
回
目
)
芝
山
田
片
山
田
n
F
S
当
日
吋
仲
田
与
え

g
o
E
E出
向
日
g
H
L
n伊
丹
巾
弘
司
吋
ロ
阻
止
。
ロ
曲
目
urC2

2
0
H
H
同
町
田
円
宮
口
斗

v
gユ
?
』
司
円
尽
く
内
向
弓
∞
O
N
亘
書
目
的
問

g的
円
宮
内
同
ロ
ロ
円
山

ω円
以
同
}]UO}
山
片
岡
戸
切
仏
・
凶
同
・

5
2・
ω
ω
-
N
ロi
N立
・
傍
燃
は
わ
れ

コ
L

一、J

、，、
J

O

ゑ

q
o
z
q
d
tで
記

エ
ン
ゲ
ル
ス
ゆ
メ

I
Hツ
ン
ク
俗
て

O
手
紙
。
一
八
ん
一
一
一
年
七
九
十
四
汀
附
。
(
邦
ぷ
「
マ
ル
ク
ス
社
工
ン
ゲ
ん
ス
会
保
市
」
川
市
二
一
一
谷
、
一
一
六

七
ペ
ー
ジ
。
)

な
お
、
同
ド
一
手
紙

ω
中
で
火
ゅ
よ
う
に
え
っ
て
い
る
。
「
〔
メ
ー
リ
ン
グ

ω
「
唯
物
史
観
」
に
は

i
|引
川
者
ぷ
〕
他
に
向
も
う
一
鮎
だ
け
絞

け
て
い
る
。
し
か
し
こ
ゆ
燃
は
、
マ
ん
ク
ス
と
私
と

ο
も
ゅ
に
於
て
も
、
何
時
も
十
分
に
強
調
さ
れ
て
い
な
い
、
そ
し
て
こ
む
駄
に
開
削
し
て

(一2)



(

3

)

 

は
淡
々
し
T
ぺ
て
に
等
し
い
交
任
が
か
λ

っ
て
い
る
。
邸
ち
次
々
は
品
川
、
先
づ
純
一
術
的
基
礎
市
山
氏
か
ら
、
政
治
的
、
法
作
的
、
及
び
そ
の
他
の

、

、

、

、

、

、

、

、

、

思
忽
約
な
観
念
仏
帆
び
に
こ
れ
ら
の
諸
綴
念
に
よ
っ
て
媒
介
せ
ら
れ
る
一
行
動
を
導
ラ
出
す
こ
と
に
点
鮎
を
位
い
て
来
た
し
、
主
た
泣
か
な
く
て

、
、
、
、
、
、
、

は
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
の
際
孜
々
は
内
待
。
方
何
は
別
と
じ
て
形
式
的
方
而
!
!
と
の
波
浪
念
仏
学
が
殺
生
す
る
総
点
方
法

i
iを
等
間

に
附
し
て
来
た
。
か
く
し
て
こ
れ
が
、
反
刑
判
品
刊
に
畑
山
慨
に
も
っ
て
こ
い
の
機
ん
刊
を
山
県
え
た
も
の
そ
あ
る
:
。
」

(
M
K
、
一
二
ハ
γ

五
ペ
ー
ジ
。

修

制

は

エ

ン

ゲ

ル

ス
O

)

刃
包
白
戸
口

ugHHMσ
ロ
吋
肉
喝
同
)
日
巾

k
p
区
注
目
色
白
昨
日

Oロ
仏
出
回
関
与
問

g
z
o品
向
者
出
曲
〈
比
四
回
出
立

m
O
H
M
S
S田
含
吋
記
号
訟
の
宮
口
吋
，

E
O円
山
由
岡
町

HHM同
口
伊
丹

防
白
ぴ
日
H
H
H

。NH
・

ω・
ム
0
.

、
叶
ロ
ぬ
田
口
3

凶
白
吋
白
口
。
司
回
目
同
一
F
k
t・
同
・
。

-wωω
・

ω
g
i品・

K
M
・
白
・
。

-wω
・
い
O
トア

〈
間
】
斗
口
問
向
中
川
凶
出
門
出
ロ
。
者
間
W
M
J
H
)
2
5
0仏
巾
吋
ロ
巾
∞

ON山田}目的
H
H
M
g
z
m巾
山
口
開
門
間
町
田
口

E
n
y
g
n
y出
口
開
口
同
司
山
口
巴
戸
口
問
・

]53∞
・
〈
。
つ
司
0
2・

(

4

)

 

ハ5
〉

(
6〉

四

ヅ
ガ
ン
に
よ
る
、
崩
壊
理
論
批
判
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最
初
に
、
ツ
ガ
ン
の
批
判
の
封
象
に
た
り
の
「
崩
壊
理
論
」
の
内
苓
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
、
如
何
な
る
理
論
や

稽
し
て
、

コ
崩
壊
理
論
」
と
呼
ん
で
い
ゐ
か
?

ツ
ガ
ン
は
、

一
つ
は
「
資
本
制
生
産
の
に
め

マ
ル
ク
ス
お
よ
び
ヱ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
崩
壊
斑
諭
」
に
二
つ
の
勺
理
論
構
成
」
冶
認
め
ろ
。

の
販
路
蹴
乏
の
理
論
」
で
あ
り
、
他
は
っ
利
潤
漆
低
落
の
理
論
し
で
あ
る
。

第
一
の
も
の
、
「
資
本
制
生
涯
の
に
め
の
販
路
扶
乏
の
理
論
」
と
は
、
「
過
少
泊
代
論
」
の
ニ
と
な
の
で
あ
る
。

グ
ル
ス
の
「
崩
壊
理
論
し
が
、
「
過
少
泊
費
一
説
」
に
基
つ
い
て
い
る
こ
と
や
立
泣
す
る
に
め
、
彼
ら
の
諸
著
作
か
ら
引
用
や
一
不
す
。

先
、
っ
、
「
資
本
制
生
産
の
七
め
の
販
路
蹴
乏
の
想
論
」

H

「
過
少
治
問
設
」
は
、

マ
ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン

エ
ン
グ
ル
ス
の
初
期
の
論
文
i
j
i
エ
ル
ベ
ル
ア
エ
ル

総
務
的
内
十
m
附
究



ツ
ガ
ン
H
H
バ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
コ
州
国
内
総
決
別
諭
よ
り
H

品
た
資
本
制
秩
序
の
脳
撲
n
b

に
つ
い
て

1，1，己
議

ト
の
演
説
」
(
一
八
間
五
年
)
、
お
よ
び
つ
4
ギ
ワ
ス
の
十
時
間
法
案
」
(
一
八
五

O
年
)
1
1
1
に
お
い
て
、
「
詳
論
さ
れ
基
礎
づ
け
ら
れ
て

い
ゐ
。
」
「
エ
ル
ペ
ル
フ
ェ
ル
ト
の
演
説
」
に
お
い
て
、

ヱ
ン
グ
ル
ス
は
つ
共
産
主
義
が
ド
イ
ツ
に
と
っ
て

i
ー
に
と
え
瞬
史
的
必
然
で
な
い
に

し
て
も

l
l
一
つ
の
経
情
的
必
然
な
る
こ
と
や
説
明
す
る
こ
と
」
そ
課
題
と
し
た
。

「
そ
の
説
明
は
以
下
の
如
く
行
わ
れ
た
、
」
と
し
て
ツ
ガ
ン
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
論
文
の
内
容
や
}
要
約
す
る
。
ド

4
ツ
が
、
自
由
貿
易

か
、
保
護
主
義
か
、
何
れ
か
や
選
ぶ
も
の
と
す
る
。
も
し
白
由
貿
易
必
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
「
ド
イ
ツ
の
産
業
は
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
に
よ
っ

て
亡
ぼ
さ
れ
、
そ
し
て
大
量
の
失
業
は
枇
合
革
命
そ
惹
き
起
す
で
あ
ろ
う
。
」
記
が
、
保
護
、
王
者
や
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
は
関
内
市

場
そ
獲
保
す
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
同
外
市
場
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
競
争
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

〔

S
)

終
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
よ
り
弱
い
競
争
者
の
淡
滞
」
や
以
て

「
イ
ギ
リ
ス
の
十
時
間
診
架
」
に
お
い
て
も
、
同
様
な
こ
と
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
産
業
は
、
今
日
の
殻
民
程
度
に
お
い

- 152 

て
は
、
産
業
が
そ
の
市
場
々
増
大
し
う
ゐ
よ
り
も
、
北
較
に
な
ら
ぬ
税
一
?
で
う
念
速
に
そ
の
生
産
諸
力
や
増
大
す

結
果
、

「
そ
の
販

議
き
断
水
て
ゐ
時
期
」
、

路
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
高
度
の
膨
脹
カ
ル
}
有
す
る
4
ギ
リ
ス
の
際
業
家
の
、
念
速
度
冶
以
て
落
ち
行
く
と
こ
ろ
は
、
そ
の
救
摘
手
段
の

「
過
剰
生
産
が
慢
性
的
と
な
る
時
期
」
で
あ
る
。

「
反
J

ア
ュ

l
リ
ン
グ
諭
」
第
一
ニ
結
第
二
章
よ
り
、
!
!

の
豆
大
な
膨
脹
力
は
、
今
や
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
、
あ
ら
ゆ
る
反
封
極
力
や
物
と
も
せ
ぬ
一
個
の
佼
的
お
よ
び
伐
的
の
膨
脹
欲
と
し
て
そ

弐
は
、

ス
の
川
勝
脹
カ
な
ど
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
民
の
児
戯
に
等
し
い
大
工
業

の
姿
身
あ
ら
わ
す
。
こ
の
反
対
地
力
は
、
大
工
業
の
生
産
物
に
到
す
ゐ
泊
吹
と
販
路
と
市
場
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
ピ
が
市
場
の
膨

張
力
は
外
延
的
に
も
内
包
的
に
も
、
先
つ
全
く
別
の
、
は
る
か
に
作
用
力
の
弱
い
諸
法
則
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
市
場
の
膨
阪
は
生
深
の

膨
脹
と
歩
調
や
令
せ
ら
れ
な
い
。
衝
突
は
不
可
避
と
な
り
、
し
か
ち
そ
れ
が
資
本
制
生
産
一
様
式
そ
の
も
の
必
粉
砕
せ
ぬ
限
り
、
何
ら
の
解



決
や
む
生
み
出
し
え
な
い
の
で
‘
週
期
的
と
な
る
L

な
る
文
章
や
引
用
す
み
。

「
資
本
論
」
第
一
一
一
谷
、
第
三
師
、
第
十
五
章
よ
り
引
用
し
て
い
り
O
o
l
-
-

「
在
接
的
搾
取
の
係
件
と
そ
の
質
現
の
篠
件
と
は

同
一
で
は
な
い
。
:
:
・
前
者
は
枇
A

川
け
の
生
産
力
に
よ
っ
て
の
み
制
限
さ
れ
、
後
者
は
、
相
異
な
る
生
深
議
部
門
間
の
均
術
に
よ
り
、
ま
に

枇
舎
の
的
行
力
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
。
立
が
、
こ
の
枇
A
W
の
泊
代
力
は
、
絶
封
的
生
産
力
に
よ
っ
て
も
純
封
的
治
品
川
力
に
よ
っ
て

ち
規
定
さ
れ
な
い
で
、
敵
封
的
な
分
間
諸
関
係
l

l
こ
れ
は
枇
A
W
の
大
衆
の
治
砂
川
沿
ば
多
か
れ
少
か
れ
狭
い
限
界
内
で
の
み
饗
勤
し
う
お

へnり
J

一

段
少
限
に
縮
小
す

b
e
l
l
基
礎
ヒ
で
の
治
代
力
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
マ
O
o

」

以
上
の
引
用
の
「
基
礎
と
な
っ
て
い
り
心
理
論
」
や
ツ
ガ
ン
自
ら
、
弐
の
よ
う
に
寸
前
吋
約
」
す
ゐ
。

-
A
沢
弘
犬
二
、

j
j
l
 

「
発
本
制
生
産
の
た
め
の
市
湯
の
組
問
は
枇
合
的
治
授
の
純
悶
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
生
捧
物
の
な
が
枇
合
的
治
作
よ
り
ち
よ
り
急

速
に
増
加
す
る
な
ら
ば
‘
作
り
出
さ
れ
に
生
産
物
の
一
部
分
は
究
れ
な
い
に
相
呉
な
い
、
か
く
し
て
資
本
の
一
部
分
は
増
捕
さ
れ
な
い
で

官
ま
ら
ね
ば
は
ら
ぬ
。
過
剰
生
産
の
状
態
が
起
り
、
そ
し
て
資
本
は
破
壊
さ
れ
る
。
資
本
制
生
産
の
殻
践
は
か

tfo
過
剰
生
産
身
常
に
、
水

続
的
な
ら
し
め
ざ
ゐ
舟
え
な
い
、
け
だ
じ
か
t
A

ゐ
護
展
の
際
に
枇
合
的
泊
代
は
に
、
に
極
め
て
緩
怖
は
な
脳
張
身
遂
げ
ゐ
だ
け
で
あ
り
、
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一
方

で
は
生
産
は
ま
す
ま
す
念
連
ぷ
テ
ン
ポ
で
榊
加
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
過
剰
生
産
が
慢
性
的
と
な
り
、
し
か
も
資
本
制
経
消
秩
序

が
常
に
新
た
に
北
品
川
杭
し
つ
L

あ
ら
資
本
の
よ
り
以
ト
ん
の
慣
値
増
植
の
不
可
能
な
こ
と
に
よ
っ
て
崩
壊
す
沿
で
あ
み
う
と
こ
ろ
の
時
黙
が
や

ヘ

7
〉

っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」

ツ
ガ
ン
は
、
「
正
統
汲
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
に
し
て
、
「
現
代
?
ル
ク
ス
品
の
す
ぐ
れ
に
代
表
者
」
カ
ク
ッ
キ
ー
も
、
以
L
L

に

述
べ
た
如
き
師
の
諭

i
i資
本
制
生
原
の
た
め
の
販
路
依
乏
の
理
論

i
lに
「
忠
古
」
な
り
ο
こ
と
や
一
不
J
U

、

ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
。
口
町
内
民
凶
加
の

y
g広
件
や
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

甘
え
ミ
、

!
t
 

ル
ジ
ョ
ア
一

経
術
学
者
た
ち

「
修
正
主
義
者
」
コ
ン
一
7
i

(
レ
ク
シ
ス

F
O
M
向山田、

ヘ
ル
ク
ナ

i

向
。
円

}82.
ホ
プ
ス
ン

M
H
Oぴ
由
。
ロ
も

そ
の
他
〉
す
ら
ち
「
経
桝
恐
慌
の
放
ち
京
裂
な
原
内
p

と
し
て
の
人
民
大
衆
の
過
少
消
費
や
是
認
」

L

終
滅
的
学
研
究
ニ



ツ
ガ
ン

H
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
『
洲
一
日
比
約
一
凶

mA州
よ
り
見
た
資
本
制
秩
序
mu

蹴
絞
』
に
つ
い
て

イ佐
藤

(
9
)
 

て
い
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
こ
で
は
、
ツ
ガ
ン
は
「
崩
壊
理
論
と
恐
慌
理
論
と
身
全
然
原
則
し
な
い
。
」

、
た
が
、
こ
こ
で
で
わ
れ
わ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
日
エ
ン
グ
ル
ス
が
、
「
経
袖
川
恐
探
の
最
も
章
一
嬰
な
原
凶
と
し
て
の
人
民
大
衆
の
過
少
泊
代

み
や
是
認
」
し
て
い
る
か
ど
う
か
身
、
ツ
ガ
シ
の
引
用
せ
ゐ
文
章
に
よ
っ
て
検
討
し
て
見
ょ
う
。
ヵ
ク
ッ
キ
ー
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
「
過
少
消

費
説
」
や
と
る
こ
と
は
、
彼
ら
自
身
の
言
明
す
ヲ
の
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
彼
ら
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
。

第
一
の
引
用

i
l
「
エ
ル
ペ
ル
フ
ェ
ル
ト
の
演
説
」
ー
ー
に
お
い
て
、
ヱ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
共
産
主
義
が
ド
4
ツ
に
お
い
て
、
「
経
済
的

必
然
」
な
る
こ
と
身
校
明
す
ふ
と
述
べ
大
。
そ
の
文
章
に
続
け
て
、
「
わ
れ
わ
れ
は
先
づ
ド
4
ツ
の
現
在
の
枇
合
状
態
ぞ
考
禁
し
よ
う
。

わ
れ
わ
れ
の
問
に
多
数
の
食
肉
が
存
在
す
る
こ
と
は
周
知
の
一
品
質
で
あ
と
し
て
、
「
中
産
附
'
殺
の
貧
窮
佑
〈

2
号
自
己
D
m
刊
の
増
加
と

少
数
者
の
手
中
で
集
積
せ
ん
と
す
ゐ
費
本
の
傾
向
と
は
、
こ
の
プ
ロ
レ
タ
ワ
ア

l
ト
が
故
に
お
い
て
常
に
増
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
身
一
札
口

々
に
保
殺
す
る
」
と
述
べ
て
い
み
。

そ
し
て
、
こ
の
「
原
山
内
は
、
続
品
ず
が
存
在
す
る
限
り
」
、

「
わ
れ
わ
れ
が
各
々
勝
手
に
、
他
の
す
べ
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て
の
人
々
と
封
立
し
て
、
生
産
品
ぞ
続
け
る
限
り
、
相
封
じ
て
プ
H

レ
タ
リ
ノ
ア

i
ト
は
た
だ
に
存
続
せ
ざ
ゐ
や
得
な
い
の
み
が
、
不
断
に
縮
大

し
、
一
昔
が
社
人
川
け
の
ま
す
ま
す
恐
み
ベ
き
勢
力
と
な
ら
ざ
ゐ
必
得
な
い
。
:

こ
れ
こ
そ
、
寄
が
経
隣
接
者
が
現
在
に
至
る
ま
で
未
だ
全
然
研
究
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
一
問
題
で
あ
目
。
。
彼
ら
は
川
内
宮
の
分
間
に

関
心
身
持
允
な
い
で
、
か
え
っ
て
そ
の
生
産
に
の
み
関
心
や
持
つ
。
、
た
が
し
カ
し
わ
れ
わ
れ
は
、
今
ま
さ
に
説
明
さ
れ
七
如
く
社
合
革
命

一
般
が
就
に
税
争
の
結
果
で
あ
ゐ
と
一
五
う
こ
と
烏
替
く
無
視
し
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
先
づ
、
競
争
が
様
つ
て
は
で
出
現
す
る
と
こ
ろ
の
偶

々
の
諸
形
態
、
す
な
わ
ち
ド
4
ツ
に
と
っ
て
の
椋
々
な
経
済
的
可
能
や
考
察
し
、
そ
の
各
々
の
可
能
の
結
果
が
ど
う
な
ら
ね
ば
な
ら
か
や

(川〕

見
ょ
う
、
」
と
し
て
、
ツ
ガ
ン
の
引
用
文
に
続
い
て
い
る
。

資
本
制
生
産
は
「
そ
の
濁
特
の
、
開
有
の
、
ま
に
そ
れ
と
不
可
分
の
法
則
や
も
つ
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
法
則
は
‘
こ
の
無
政
府
欣
態
に

ち
拘
ら
ず
、
商
品
生
産
の
う
ち
に
、
商
品
生
産
必
通
じ
て
、
自
己
や
立
徹
す
み
。

そ
れ
は
枇
合
的
関
連
の
存
続
す
る
唯
一
の
形
態
仁
る
交



換
に
お
い
て
現
わ
れ
、
そ
し
て
個
々
の
生
保
者
に
封
し
、
競
争
と
い
う
強
制
法
則
と
し
て
は
に
ら
く
。

こ
の
「
競
争
と
い
う
強
制
法
則
」
の
立
制
す
る
結
果
と
し
て
、
人
民
大
衆
の
プ
口
レ
タ
リ
ア
化
と
、
少
故
者
の
手
中
へ
の
資
本
の
集
中

と
い
う
、
費
本
制
生
産
の
「
北
川
本
的
矛
間
」
こ
そ
「
崩
壊
」
の
「
経
情
的
必
然
」
な
る
こ
と
身
、
ヱ
ン
ゲ
ル
ス
は
つ
説
明
」
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。

共
の
「
イ
ギ
リ
ノ
ス
に
お
け
り
初
心
2

時
間
社
案
」
に
お
い
て
も
、

L
h
述
の
寸
基
本
的
矛
盾
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ

は
、
同
じ
論
文
の
中
で
、
弐
の
文
筆
や
見
出
す
。

つ
機
械
が
不
断
に
進
歩
殻
展
す
る
こ
と
‘
並
び
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
篠
件
づ
け
ら
れ
て

設
本
お
よ
び
附
労
働
力
が
不
断
に
排
除
す
沿
こ
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
大
工
業
り
間
取
身
、
強
制
す
り
の
。
」
こ
の
よ
う
な
「
競
争
と
い
う

(

同
H

V

強
制
法
則
」
の
立
徹
の
結
果
、
「
週
明
的
恐
慌
が
起
る
。
」
し
か
ち
、
ツ
ガ
ン
の
引
用
で
は
、

っ
ち
し
工
業
の
殻
展
が
、
同
時
に
、
弐
の

(
山
〉

時
代
に
濁
カ
杭
合
の
揖
導
に
mH
川
り
う
べ
き
附
級
i
1
iプ
ロ
レ
タ
ワ
ア

i
ト
殺
生
み
出
す
ち
の
で
伝
い
え
し
に
な
ら
ば
、
」
と
一
五
う
文
京
が

し
も
杭
八
円
革
命
が
人
間
性
h
q
資
本
主
義
の
袋
路
か
ら
解
放
す
ら
力
士
り
え
な
い
な
ら
ば
、
」
と
一
式
う
徐
計
な
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故
立
に
省
絡
さ
れ
て
、

文
章
が
附
加
さ
れ
て
い
ゆ
か
。

第
三
の
引
用
|
|
|
「
佼
J

プ
ュ

i
リ
ン
グ
諭
L
I
-
-
に
お
い
て
も
、
そ
の
引
川
文
に
さ
き
立
つ
次
の
文
京
ぞ
い
慨
…
叫
す
る
。

つ
わ
れ
わ
れ
は

加
何
に
近
代
的
機
械
装
置
の
最
高
度
に
お
め
ら
れ
に
改
良
の
能
力
、
か
、
一
粧
台
に
お
け
ゐ
生
産
の
無
政
府
欣
態
に
よ
り
、
川
別
々
の
産
業
費
本

家
に
と
っ
て
は
彼
の
機
械
装
置
や
つ
ね
に
改
良
し
て
、
そ
の
生
産
力
身
つ
ね
に
向
め
ね
ば
な
ら
ぬ
強
制
命
令
に
擾
ず
る
か
必
見
に
。
」
そ

の
「
機
械
装
置
」
こ
そ
「
川
町
働
者
陪
級
に
針
す
る
資
本
の
け
ば
ち
制
力
な
武
器
と
な
り
、
勢
働
手
段
は
労
働
者
の
手
か
ら
不
断
に
食
縮
小
}
k

t
き
詳
し
、
労
働
者
自
身
の
生
産
物
は
労
働
者
そ
奴
隷
化
す
る
道
具
と
襲
ず
る
、
と
い
う
結
巣
や
生
む
。
」

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
も
「
枇
合
に
お
け
ゐ
生
産
の
無
政
府
欣
態
」
が
、

一
方
で
は
機
械
装
置
や
完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
力
や

高
め
、
他
方
で
は
、
労
働
者
や
「
奴
隷
化
」
す
る
と
一
瓦
う
「
矛
府
」
が
、
「
次
第
に
狭
く
な

「
惑
し
き
循
環
」
や
生
む
、
と
い
う
こ
と

材
料
淡
町
中
研
究
二



ツ
ガ
ン

H
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
山
内
民
的
帆
抑

m
m
h州
よ
り
丸
た
資
本
制
秩
序
の
脳
後
』
に
つ
い
て

11.: 
E主

が
語
ら
れ
て
い
ゐ
に
過
ぎ
な
い
。

円
以
後
の
引
用

i
i
「
費
本
論
」

l
ー
こ
そ
は
、
レ

l
ニ
ン
に
よ
っ
て
つ
?
ル
ク
ス
は
こ
こ
で
妥
杢
曹
の
他
の
諸
簡
所
に
お
い
て
ち

明
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
資
本
主
義
の
矛
阿
川
沿
、
す
な
わ
ち
、
生
産
み
な
無
料
眼
に
蝦
大
じ
よ
う
と
す
る
欲
求
と
制
限
さ
れ
に
治
吹
の
必
然
性

〈
人
民
大
衆
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
紋
態
の
結
果
と
し
て
〉
と
の
開
の
矛
民
や
椛
認
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
」
と
杓
摘
さ
れ
に
筒

所
で
あ
り
々
。

以
上
に
お
い
て
見
大
如
く
、
ツ
ガ
ン
は
、

マ
ル
ク
ス

H
エ
ン
グ
ル
ス
の
「
崩
壊
斑
諭
」
は
「
過
少
地
代
読
」
で
あ
ふ
と
併
す
る
。
こ
の

へ
行
)

よ
う
に
修
正
解
探
せ
る
理
論
に
向
っ
て
「
根
本
的
に
謀
れ
る
も
の
と
し
て
の
流
明
」
に
と
り
か

-foo

そ
の
「
説
明
」
は
以
下
の
如
く
な
さ
れ
る
。

?
ル
ク
ス
日
ヱ
ン
ゲ
ル
ス
や
は
じ
め
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
経
消
象
者
す
ら
、

「
過
少
治
北
川
説
」
や
一
肯
定
す
ゐ
と
い
う
鮎
で
一
致
す
ゐ
の
は
何
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故

か

?

ツ
ガ
ン
は
こ
れ
に
ル
合
え
る
。
そ
れ
は
「
生
夜
L

ゃ
「
論
理
的
概
念
」
と
把
れ
仇
し
て
、

「
生
産
の
唯
一
の
日
的
は
出
作
一
で
あ
り
ο
L

と
単
純
に
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ず
ら
。

ツ
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
経
怖
は
「
論
調
的
範
時
」
で
は
な
く
て
、
「
Mm-史
的
純
砕
い
と
し
て
把
加
す
ぺ
き
な
の
で
あ
る
。
「
終
的
」
や
「
一
陣

史
的
純
時
」
と
し
て
把
相
す
る
と
、
「
前
和
的
経
消

L
g
H目。
E
R
F
0
4
2
w
g岳
民
同
と
「
敵
封
的
経
前

L
g
s
m
o立丸山閣の
U
O
J
J
寸山門誌の町民仲

の
二
つ
の
経
術
集
聞
が
あ
ゐ
。

「
調
和
的
経
拘
」
の
特
徴
は
「
経
桝
全
開
の
人
格
と
経
済
的
附
労
働
者
の
人
格
と
が
一
つ
の
人
格
に
一
致
す
ゐ
と
い
う
こ
と
」
で
あ
み
。

絞
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
経
簡
で
は

の
唯
一
の
目
的
は
的
介
で
あ
る
」
と
い
い
う
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
集
開
に
践
す
沿
も
の
に

ー
、
自
己

、
す
な
わ
ち
生
産
者
の
自
分
の
使
用
の
た
め
の
生
産
、

2
、
社
命
川
的
分
業
に
作
法
つ
く
偶
立
小
生
走
者
の
交
換
経
術
、

3
、



生
産
の
指
導
が
生
広
者
に
ち

ω

に
出
川
凶
す
る
と
こ
ろ
の
、
将
来
の
一
粧
台
主
義
的
生
産
、
が
あ
ゐ
。

「
敵
艶
的
経
怖
い
の
特
徴
は
「
経
持
主
閣
の
人
絡
と
粧
情
的
問
労
働
者
の
人
格
と
が
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
存
す
る
。
」
こ
れ
に
は

1
、
奴
隷
制
度
‘

2
、
対
建
制
度
、

3
、
資
本
制
経
済
制
度
が
こ
れ
に
凶
す
る
。

「
敵
到
的
経
桝
」
に
あ
っ
て
は
、
経
捕
、
主
踏
と
し
て
の
人
絡
と
、
経
栴
の
単
な
ゐ
手
段
仁
ゐ
に
す
ぎ
な
い
経
消
客
搬
の
人
格
と
い
う
よ

う
に
分
離
す
ゐ
。

例
え
ば
、
敵
封
的
経
例
制
度
の
一
つ
と
し
て
の
、
奴
隷
経
消
に
お
い
て
は
も
そ
の
経
柄
、
王
憾
は
奴
隷
支
配
者
で
あ
り
、
奴
隷
自
身
の
治

資
が
日
的
で
は
な
く
、
奴
識
の
泊
伎
は
尽
な
る
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
奴
隷
は
、
他

ω生
ム
伝
子
段
と
其
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
っ
奴

隷
経
済
の
け
取
尚
の
目
的
必
何
ら
使
害
す
る
こ
と
な
く
、
他
の
生
康
子
段
に
よ
っ
て
代
世
さ
れ
ゐ
」
と
い
う
P

」
と
が
、
示
し
て
い
る
。
も
し

土
地
在
耕
作
す
る
の
に
、
奴
隷
在
使
用
す
る
よ
り
、
一
ぬ
冶
使
用
す
る
方
が
、
よ
り
生
産
力
在
日
向
め
る
な
ら
ば
、
奴
隷
は
ほ
仰
に
よ
っ
て
代
置

さ
れ
る
。
そ
れ
に
従
っ
て
、
奴
隷
の
泊
代
す
b
-
ア
イ
姿
の
生
産
は
減
少
し
も
隠
の
飼
料
に
る
叶
州
委
が
よ
り
多
く
生
産
さ
れ
る
。
か
く
し
て

へ
同
日
)

「
に
だ
そ
の
会
憾
中
の
人
凶
の
泊
代
の
み
が
よ
り
少
く
な
る
、
そ
の
こ
と
は
奴
隷
経
怖
の
均
街
身
決
し
て
撹
乱
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
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奴
隷
制
度
か
ら
交
本
制
経
持
制
度
に
移
っ
て
も
、
つ
敵
封
的
経
消
」
に
句
。
鮪
で
も
事
情
は
挺
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
枇
合
的
生
産
の
蹴

大
は
枇
合
的
泊
先
の
減
退
と
連
携
し
て
進
行
す
る
、
生
経
物
の
供
給
と
生
産
物
に
封
す
る
需
要
は
、
に
が
一
つ
の
完
全
な
均
耐
に
留
ま

へ
凶
」

ゐ
。
」
ツ
ガ
ン
の
表
式
は
そ
の
こ
と
に
翻
し
て
、
つ
厳
密
な
数
撃
的
設
明
」
身
興
え
る
。
そ
の
表
式
に
、
「
資
本
制
蓄
積
の
最
も
弐
安
な
契

機
L
K
る
機
株
に
よ
る
労
働
者
の
代
置
や
}
考
成
に
入
れ
ゐ
と
し
て
も
、
「
万
一
全
て
の
附
労
働
者
が
、
た
っ
た
一
人
に
迄
減
少
し
、
し
か
も

機
械
に
よ
っ
て
泣
き
替
え
ら
れ
に
と
し
て
も
、
こ
の
た
つ
に
一
人
の
労
働
者
は
友
大
な
呈
の
機
械
々
運
梓
し
、
そ
の
功
け
ゆ
ぜ
か
り
で
新
し

い
機
械

j
lお
よ
び
資
本
家
の
治
投
手
段
ー
ー
や
治
り
出
す
で
あ
ろ
う
o
m労
働
者
階
級
は
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
ち
っ
と
も

資
本
の
憤
値
増
進
過
程
必
舟
乱
し
な
い
で
あ
ろ
う
O

L

か
く
し
て
「
資
本
制
経
消
秩
序
の
崩
壊
お
よ
び
、

そ
の
枇
命
日
、
主
義
的
経
消
秩
序
へ

終
的
問
中
研
究



ツ
ガ
ン
日
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
『
同
民
総
決
山
川
へ
刷
よ
り
凡
た
資
~
小
川
刷
秩
序
心
脳
出
誠
一
に
つ
い
て

百事

へ
2

の
移
行
令
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
」

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、

ツ
ガ
ン
の
「
説
明
」
な
検
討
し
て
見
ょ
う
。

ツ
ガ
ン
は
、

カ
ク
ッ
キ
ー
の

「
唯
一
の
一
向
ち
…
滅
多
に
起
り
え
な
い
場
合
」

:、、
}
k
r
H
H

7
〈
、

U
、v
i
J
4
プ
け
ま

え
る
た
め
、

ツ
ガ
ン
の
現
論
に
と
っ
て

「
訟
も
都
令
の
思
い
場

A
n
i
l努
貨
の
不
闘
の
・
し
か
も
詳
し
い
減
赴
お
よ
び
資
本
J

家
の
的
介
に
何
ら
増
加
の
わ
仏
い
場
令
の
資
本
の

杭
L

が
、
何
ら
川
町
乱
な
く
進
行
す
る
こ
と
や
二
不
す
に
め
、
新
じ
い
心
中
択
式
や
作
製
す
る

o
rが
、
ツ
ガ
ン
の
「
と
む
か
く
も
?
ル
ク
ス
に
依

(
が
)

搬
し
て
構
成
さ
れ
に
」
と
mm
す
る
表
式
の
「
使
命
」
身
、
ツ
ガ
ン
は
公
然
、
斑
僻
し
て
い
な
い
。
け
ザ
い
じ
.
ツ
ガ
ン
は
衣
式
が
何
ら
か
の

「
結
論
」
や
泣
明
す
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ゐ
。
し
か
し
「
表
式
そ
の
ぶ
の
は
、
な
に
i
り
の
に
ち
説
明
す
ゐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
表

〈

M
〉

式
は
‘
過
程
の
倒
々
の
諸
要
素
が
理
論
的
に
解
明
さ
れ
て
い
ふ
と
き
、
そ
の
泊
棋
や
闘
併
す
る
こ
と
が
で
き
ゐ
に
す
ぎ
な
い
。
」
し
か
る

に
、
ツ
が
ン
の
表
式
は
、
資
本
の
帯
杭
泌
科
の
「
側
々
の
諸
要
素
」
在
「
理
論
的
に
解
明
」
し
よ
う
と
も
し
な
い
で
、
何
ら
か
の
「
結

論
」
必
説
明
し
よ
う
と
す
る
限
り
、
そ
の
夫
式
守
分
析
す
ゐ
こ
と
は
、
何
ら
立
味
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
政
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ッ
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ガ
ン
の
表
式
そ
取
り
上
げ
な
い
。

仁
記
注
目
す
べ
き
は
、
経
済
冶
「
論
理
的
施
時
」
と
「
縦
史
的
組
叫
」
と
に
民
間
す
る
と
い
う
、
ツ
ガ
ン
掛
特
の
方
沙
論
で
あ
る
。

周
知
の
如
く
、
「
論
理
的
な
も
の
」
と
「
極
史
的
な
も
の
L

の
切
断
は
、
新
カ
ン
ト
滅
的
方
訟
論
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
必
然
性
の

支
配
す
る
自
然
界
と
、
白
山
密
保
理
と
す
る
倫
斑
的
世
界
そ
絶
封
的
に
限
別
す
ゐ
カ
ン
ト
の
侍
統
沿
ひ
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
論
理
的
な
も
の
」
と
「
賎
史
的
な
も
の
」
の
切
踏
と
い
う
、
新
カ
ン
ト
沃
的
方
法
論
は
、
ツ
ガ
ン
の
会
著
作
そ
立
い
て

い
る
。
例
え
ば
、
彼
の
、
王
者
「
英
同
恐
慌
出
弘
前
」
(
第
一
一
一
版
一
九
一
二
一
年
、
初
版
一
八
九
同
年
〉
に
お
い
て
は
、
「
恐
慌
の
挺
史
」
と
「
恐

慌
の
理
論
」
と
が
、
は
っ
き
り
恒
別
さ
れ
、
つ
橋
史
」
は
「
事
古
の
研
究
」
で
あ
り
、
「
詰
迷
的
」
に
「
叙
速
い
す
る
む
の
と
さ
れ
、
こ
れ



「
理
論
」
に
は
「
理
論
的
研
究
」
し
か
認
め
て
い
な
い
o
z
k
t
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
的
基
礎
」
、
吋
何
回

8
5仲山田のげ
O

の
E
ロ

包
括

g
仏

g
M
Y
E吋M
向山田

5
5
5
g
に
お
い
て
も
、
そ
の
序
文
で
「
抽
象
的
批
合
経
消
理
論
は
資
本
主
義
の
共
櫨
的
歴
史
お
よ
び
後
展
傾
向

か
ら

R
Mす
べ
き
で
あ
る
」
と
一
一
行
明
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
限
界
効
川
川
県
汲
の
「
椋
合
」
冶
試
み
た
「
分
配
の
枇
合
理

論
」

ω
O
N
U
Z
1門
HMOC円
円
。
仏

2
J
F
1
2
Z
P
H
H
M
m
H
C
M
U
に
お
い
て
は
、
利
料
診
「
経
怖
の
論
斑
的
端
的
悼
と
し
て
の
利
潤
」
と
寸
経
械
の
挺
史

円
前
〉

的
範
2

仰
と
し
て
の
利
問
」
に
分
類
し
て
い
る
。

に
反
し
て
、

然
ら
一
ば
、

「
論
理
的
な
ち
の
L

と
「
版
史
的
な
も
の
」
と
の
切
断
は
、
如
何
な
ゐ
肺
結
命
生
ず
ゐ
か
?

ツ
ガ
ン
に
あ
っ
て
は
、
経
拘

「
調
和
的
経
一
消
」
と
「
敵
調
的
経
済
」
の
匝
別
が
生
ず
る
。
そ

っ
敵
封
的
経
桝
」
に
あ
っ
て
は
「
生
産
は
泊
、
党
か
ら
総
立
し
て
い
ゐ
」
と
い
う
帥
結
や
引
き
出
す
。
勿
論
、
資
本
制
生
産
が
剰
余

f
g
)
 

悦
伯
の
生
産
、
す
な
わ
ら
、
生
産
の
に
め
の
生
産
が
本
段
殺
な
す
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
も
.
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
、
た
か
ら
と
一
去
っ
て

ル
ニ
ー
論
灘
的
範
時
」
と
「
脱
皮
的
結
時
」
と
に
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

し
て
、

「
生
産
が
治
吹
か
ら
瑞
な
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
一
五
え
な
い
。
消
費
は
「
間
接
的
」
に
生
産
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
も
資

本
制
生
産
は
、
ツ
ガ
ン
の
認
め
る
如
く
、
生
産
的
泊
代
の
際
限
の
な
い
拡
張
欲
求
や
持
ら
、
他
方
に
お
い
て
、

i
iこ
れ
は
ツ
ガ
ン
の
認

め
な
い
黙
で
あ
る
が
l
i
s
人
民
大
衆
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
が
出
伝
の
も
の
な
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
資
本
制
生
産
の
「
基
本
的
矛
日
」
が
あ

る
の
で
あ
ゐ
。
こ
の
矛
活
こ
そ
、
究
本
制
生
産
が
、
よ
り
張
展
せ
る
形
態
に
移
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
保
史
的
過
渡
的
形
態
に
す
ぎ
な
い
こ
と

- 159 

。
必
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

ツ
ガ
ン
は
、
こ
の
「
矛
活
」
身
認
め
な
い
。
か
く
し
て
、

「
論
瑚
的
施
時
」
と
「
揺
史
的
総
時
」
と
の
新
カ
ン
ト
沃
的
医
凶
は
、
ツ
ガ

ン
や
必
然
的
に
倫
理
的
「
山
別
壊
理
論
」
に
導
く
。

次
に
、
ツ
ガ
ン
の
、
第
二
の
「
理
論
構
成
レ

i
i利
明
年
低
読
の
訟
別
1

ー
の
批
判
に
移
ろ
う
。

料
消
川
市
千
研
究
二



ツ
か
ン
打
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
一
コ
州
民
抑
制
渋
川
叫
ん
棚
上
り
日
比
た
資
本
制
秩
序
の
断
抜
』
に
つ
い
て

藤

ツ
ガ
ン
は
、
利
潤
誌
の
傾
向
的
低
孫
の
法
則
が
、
「
附
労
働
情
佑
論
」
の
論
調
的
帥
結
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
身
働
慣
値
設
に

よ
れ
ば
、
剰
余
偵
組
は
可
鑓
資
本
の
み
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
ゐ
。
不
趨
資
本
は
一
月
礎
資
本
よ
り
よ
円
急
速
に
陥
引
火
す
る
の
で
、
資
本
の
有

機
的
構
成
が
高
度
化
す
る
こ
と
か
ら
、
利
潤
旅
の
位
決
が
起
る
。

下
は
、
枇
合
的
利
潤
の
円
一

Fqu泊
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
、

「
し
か
る
に
、
資
本
法
川
杭
は
中
止
し
え
な
い
の
台
、
新
に
な
資
本
の
投

阿
古
川
、
既
に
投
下
さ
れ
士
資
本
の
休
止
お
よ
び
査
本
の
絶
封
的
過
剰
生

か
く
し
て
利
潤
本
の
紙
誌
は
資
本
制
生
夜
の
一
制
約
舎
な
す
。
」

こ
れ
が
、
ツ
ガ
ン
の
理
解
す
る
寸
利
潤
怒
低
落
の
法
則
」
に
よ
ゅ
の
「
崩
壊
現
論
」
な
の
で
あ
刊
の
。

践
に
導
く
。

ツ
が
ン
は
、
利
潤
が
「
可
襲
資
本
の
み
に
よ
っ
て
作
り
山
さ
れ
ゐ
」
と
い
う
こ
と
に
佼
到
す
る
。
彼
は
不
鑓
資
本
ち
可
郵
読
本
と
同
様

に
利
潤
そ
生
む
と
考
え
ゐ
。
(
こ
の
賠
で
、
セ
!
の
「
生
産
的
奉
仕
説
」
と
何
ら
mた
ら
な
い
。
)
、
に
が
、
ッ
、
カ
ン
は
、
こ
の
法
則
冶
「
内

介
代
的
」
に
批
判
せ
ん
と
す
ゐ
。
従
っ
て
、
「
利
潤
不
の
傾
向
的
低
訴
の
訟
則
」
が
、
間
労
働
偲
値
北
の
諭
訓
判
的
対
結
で
あ
り
の
以
上
、
「
に
主
持
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倒
的
組
識
と
結
び
つ
き
難
い
こ
と
が
確
定
さ
れ
ら
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
，
傾
向
と
し
て
も
存
在
し
な
い
こ
と
が
究
極
に
4

角
川
〕

円。。一

明
さ
れ
う

そ
の
「
的
明
」
は
‘
ま
た
し
て
も
「
炎
式
」

思，';
ば
り

な
0) 
-[' 

あ
る
0-、

「
労
働
償
値
北
」
に
依
醸
し
て
「
内
在
的
」
に
批
判
せ
ん
と
す
ゐ
筈
の
ツ
ガ
ン
が
、
何
故
マ
ル
ク
ス
と
川
北
ゐ
記
腕
(
不
経
費
本
ぞ
P
、

可
経
費
本

h
Z
、
利
閥
l
i剰
徐
偵
値
で
な
く
て
i

i在
r
で
示
す
〉
身
刑
い
、

I
、
生
産
手
段
の
生
産
、

E
、
持
働
者
用
治
資
手
段
の

生
産
、

E
.
資
本
家
刈
治
安
手
段
の
生
産
、
と
い
う
一
一
一
部
門
北
k
q
探
ゐ
か
、
わ
れ
わ
れ
に
は
盟
解
し
え
な
い
。

ツ
ガ
ン
の
論
旨
を
た
ど
っ
て
見
ょ
う
。

自白守、、、

ナ
ト

4μ
彼
は
「
先
つ
第
一
に
、

?
ル
ク
ス
の
問
題
提
起
が
間
違
っ
て
い
る
」
:
じ
、
主
張
す
る
。
何
故
な
ら
資
本
の
賃
銀
部
分
の
相
封
的
減
少
は
‘

労
働
生
産
性
が
減
少
す
る
場
合
と
、
逆
に
上
昇
す
ゐ
場
合
と
.
ニ
つ
の
場
合
か
ら
担
り
う
ゐ
。

と
こ
ろ
が
、

?
ル
ク
ス
は
、
附
労
働
生
康
性



の
上
昇
の
場
合
に
お
け
る
利
制
球
や
論
じ
よ
う
と
し
て
、
労
働
生
隊
性
の
減
少
の
場
合
ー
そ
の
場
令
に
の
み
利
柑
容
は
位
法
傾
向
を
不

ヨ
比
五
C

心ロ
C

や
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
ツ
ガ
ン
の
「
表
式
」
に
よ
れ
ば
、
労
働
生
産

(
治
」

性

ω上
昇
の
場
合
は
「
利
制
療
の
低
誌
で
は
、
広
く
て
.
上
昇
へ
の
傾
向
命
生
ず
ゐ
と
い
う
こ
と
在
説
明
す
ふ
O

L

マ
ル
ク
ス
は
、
不
襲
資
本
は
可
塑
資
本
よ
り
念
速
に
増
大
す
ゐ
、
そ
の
こ
と
よ
り
利
制
球
低
誌
の
法
別
々
引
き
出
し
仁
が
、
「
不
資
資

本
の
増
加
は
如
何
な
る
方
法
で
生
ず
ゐ
か
|
!
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
彼
は
追
加
費
本
が
、
恰
も
犬
か
ら
で
も
降
っ
て
来
た
か
の
よ
う
に
、

黙
っ
て
じ
ま
、
ヲ
o

誌
が
わ
れ
わ
れ
は
、
研
究
す
べ
き
遇
税
会
、
そ
の
あ
ら
ゆ
7
0
段
階
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
始
め
か
ら
終
り
ま
で
分
析
す

(
川
崎

ν

ら
で
あ
ろ
、
フ
」
と
ツ
ガ
ン
い
い
公
訴
す
る
。
そ
し
て
、
「
始
め
か
ら
終
り
去
で
」
勝
手
な
「
椴
定
し
の
下
で
の
、
「
故
伊
的
計
算
練
習
L
b
繰

返
し
て
い
の
0
0

マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
可
塑
資
本
が
不
援
資
本
よ
り
相
指
的
に
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
読
本
論
」
の
第
一
容
に

お
い
て
、
既
に
明
ら
か
に
し
仁
「
読
本
制
作
一
湾
総
式
の
一
沙
則
い
な
の
で
あ
ゐ
。
か
く
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
涼
味
決
の
叫
郡
山
間
は
「
資

Am) 

本
制
生
産
の
現
官

ω
傾
向
命
表
現
す
ゐ
。
!
一
事
官
、
ツ
ガ
ン
は
過
少
的
作
、
論
批
判
に
お
い
て
、
究
本
制
生
産
は
消
費
手
段
よ
り
も
生
路
子

す
ー
な
論
ず
る
と
い
う
「
取
り
遣
い
」

段
々
よ
り
多
く

ら
こ
と
や
認
め
に
り
で
な
か
っ
に
か
?
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ま
仁
、
ツ
が
ン
は
努
働
生
産
性
減
少
の
場
合
と
、
川
労
働
生
産
性
上
昇
の
場
合
と
の
二
つ
の
「
表
式
L

冷
抗
げ
て
い
る
が
、
前
の
表
式
で

(
6
 

は
、
「
安
本
主
義
的
現
首
に
よ
り
接
近
、
了
め
か
に
め
に
」
と
恥
じ
て
、
砂
働
清
の
賢
茂
投
銀
や
一

O
パ

i
セ
ン
ト
切
下
げ
、
後
の
表
式
で
は

へ
品
川
)

「
門
託
銀
倣
則
』
の
信
奉
者
と
世
相
倣
さ
れ
な
い
よ
う
に
」
と
一
五
っ
て
、
資
資
住
銀
必
一

O
パ

i
セ
ン
ト
ヒ
げ
て
い
ら
。
こ
の
よ
う
な
っ
椴

定
」
命
日
現
更
し
た
数
般
的
「
計
算
線
科
L

に
あ
っ
て
は
、
利
間
中
俸
が
低
落
し
に
り
、
上
昇
し
た
り
す
る
の
が
、
山
V

同
然
で
あ
ろ
う
。
要
は
、

ツ
ガ
ン
と
マ
ル
ク
ス
と
が
、
ど
ち
ら
が
「
読
本
制
生
産
の
現
世
」
や
示
し
て
い
る
か
、
で
あ
る
。

以
上
見
た
よ
う
に
、
ツ
ガ
ン
は
つ
崩
壊
理
論
L

の
こ
つ
の

「
川
内
一
論
構
成
」

r
，c
k一
}
R
5
F
ら。

f
己
↓
ノ
/
二

t
j
J
ヨ仁

}
F

ど
が
、
安
本
、
主
義
が
「
無
限
の
存

ト
読
ん
作
詩
冴
υ
L

1

一、

I
j
l
d
z



ツ
ガ
ン

H
パ
一
フ
ノ
ア
ス
キ
ー
『
州
民
約
治
則
ぬ
よ
り
n
A
た
究
本
制
秩
序

ω山
刷
後
』
に
つ
い
て

{左
F主

「
崩
壊
」
そ

結
」
が
可
能
と
は
考
え
一
な
い
。
資
本
主
義
の

や
持
ち
込
む
v

」
と
に
よ
っ
て
岡
市
さ
れ

ゐ
O 

「
絞
明
L

残
，っ
と令

I~t 
f1it 
ーっ

て) ;¥;i!i 

i管
経経
'I!~ &1 
学・的
に L

校
削
が
不
可
能
な
り
と
す
ゐ
ツ
ガ
ン
は
、
何
に
よ
っ
て

「
崩
壊
」

玖〉

「
倫
抑
制
的
規
範
」

せ
ん
と
す
る
か
?

ツ
ガ
ン
は
云
う
。

「
費
本
制
経
前
、
か
、
自
己
目
的
で
あ
ゐ
、
、
へ
き
M
W
働
者
冷
車
な
ゐ
制
作
術
的
手
段
に
ら
し
め

の
一
疋
う
|
|
「
人
間
お
よ
び
一
般
に
あ
ら
ゆ
り
の
甥
性
的
存
在
は
目
的
そ
れ
自
開
と
し
て
賢
存
す
ゐ
、
従
っ
て
服
な
り
り
あ
れ
こ
れ
の
意
志
の

カ
ン
ト

と
。
こ
れ
は
‘

仁
め
の
勝
手
な
使
用
の
に
め
の
手
段
と
し
て
で
は
な
く
て
、
白
分
自
ら
理
性
的
存
十
代
に
ら
ん
と
ね
指
す
も
、
他
に
よ
っ
て
斑
性
的
存
在
沿

目
指
す
も
、
す
べ
て
の
そ
れ
ら
の
行
動
の
中
に
同
時
に
目
的
と
し
て
若
倣
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
L
l
|
「
根
本
的
伶
期
的
規
範
」
に
矛
前
す

九
四
〉

ゐ
。
そ
れ
故
、
資
本
制
経
怖
は
.
「
掛
の
如
き
(
去
い
し
制
作
柄
的
で
な
い
〉
必
然
性
々
以
っ
て
」
崩
壊
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
町
一
結
っ
て
も
プ
ロ

ハ
却
~

レ
タ
リ
ア

i
ト
は
、
こ
の
「
矛
間
」
冶
立
識
し
、
枇
A
W
主
義
的
「
規
制
出
」
に
向
っ
て
「
闘
争
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

ツ
ガ
ン
自
身
の
「
崩
壊
到
論
」
の
「
現
諭
構
成
」
で
あ
る
。

以
上
が
、
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Iお

民
の
科
手
と
し
て
の
粧
怖
感
の
あ
秘
の
目
的
は
、
交
本
制
一
枇
ヘ
行
の
波
動
訟
川
別
是
明
ら
か
に
す
ら
こ
と
で
あ
ヲ
0
0

-
ば
、
特
定
の

枇
〈
門
川
的
有
機
惜
の
資
生
、
設
展
、
死
減
、
お
よ
び
、
よ
り
の
他
の
有
機
関
に
よ
主
冗
の
有
機
踏
の
交
科
、
や
規
制
す
り
勺
特
殊
的
諸

法
則
冶
明
ら
か
に
す
り
O

こ
と
で
あ
り
心
。
従
っ
て
問
題
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
法
則
そ
の
も
の
で
あ
る
、
組
制
な
必
然
性
ゆ
倍
以
つ

τ作
用
し
、

か
つ
自
己
在
刊
日
以
徹
す
る
F

」
れ
ら
の
諸
傾
向
で
あ
り
の
。

わ
れ
わ
れ
の
問
題
と
す
る
「
崩
壊
現
論
」
な
る
ち
の
は
、

資
本
制
経
消
秩
序
の
、

よ
り
2MM
皮
な
、
他
の
秩
序
へ
の
移
行
の
法
則
冶
、
現



賓
の
費
本
主
義
的
焚
展
過
程
の
中
か
ら
、
つ
か
み
出
す
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
ο

そ
の
法
則
、
か
、
一
方
に
お
い
て
、
機
械

ゆ
ぜ
ま
す
ま
す
完
成
し
、
他
方
、
そ
の
機
械
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
州
労
働
者
附
級
が
、
産
業
設
備
軍
心
編
入
さ
れ
、
「
絡
調
的
賛
同
化
L
o
q

ち
七
ら
す
と
い
う
よ
う
に
現
世
の
、
い
は
ば
生
活
的
な
矛
貯
と
し
て
把
射
さ
れ
な
け
ば
な
ら
ぬ
の
で
な
か
ろ
う
か
?
そ
れ
以
外
に
、
絶

封
に
見
込
み
の
な
い
こ
と
み
そ
前
も
っ
て
、
表
式
の
勝
手
な
計
算
に
基
い
て
‘
「
尚
明
」
せ
ん
と
す
ら
の
は
、
謀
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、

ツ
ガ
ン
は
、
従
来
の
「
崩
壊
理
論
」
が
、
こ
の
和
の
「
説
明
」
ゃ
な
そ
う
と
し
た
こ
と
は
「
確
か
」
な
の
で
あ
り
、
そ
の
「
泣
明
」
に
、

を
認
め
て
い
る
。
「
読
本
制
生
産
の
に
め
の
販
路
快
乏
の
璃
諭
」
で
あ
り
、
他
は
「
利
潤
不
低
落
の
理

「
理
論
構
成
」

論
」
で
あ
る
と
い
う
。
前
者
は
「
過
少
治
資
請
」
の
こ
と
な
の
で
あ
り
、
ロ
(
の
科
学
と
し
て
の
経
済
成
ず
の
寸
崩
壊
珂
論
」
や
「
過
少
治
行

設
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
的
な
き
と
こ
ろ
に
矢
ル
放
っ
て
い
ら
。
か
く
し
て
、
生
産
物
の
吋
嬰
と
供
給
の
「
形
而
L
h
m
学
的
均

衡
」
そ
「
流
明
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
セ

i
の
「
販
路
説
」
に
充
ち
蹄
ゐ
。

つ
の

一
つ
は

ツ
ガ
ン
自
身
は
、
機
械
に
よ
ゐ
務
働
者
の
排
除
が
、

「
資
本
制
渋
川
杭
の
最
む
主
要
な
契
機
L

t

b
こ
と
在
ゑ
認
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
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一
一
一
一
口
も
鰯
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
費
本
主
義
の
最
近
の
護
展
段

附
に
お
い
て
は
、
古
賀
託
銀
の
著
し
い
上
持
に
よ
っ
て
特
徴
つ
け
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
惜
設
の
「
首
位
白
銀
」
が
上
昇
す
る
か

た
つ
に
一
人
記
け
残
っ
た
、
そ
の
努
働
者
の
「
質
賃
貸
銀
」
で
は
な
い
、
に
ろ
う
か
?

「
競
争
と
い
う
強
制
法
則
」
に
よ
っ
て
、
資
本
の
有
機
的
構
成
在
-wま
す
ま
す
高
め
る
(
こ
れ
は
同
時
に

の
排
除
さ
れ
た
「
持
働
者
階
級
の
認
命
」
が
、
ど
う
な
る
か
、

? 
資
本
制
生
産
の
無
政
府
性
は
、

附
労
働
の
一
枇
合
的
生
産
力
の
累
進
的
溌
展
や
示
す
別
個
の
表
現
な
の
で
あ
る
)
こ
の
こ
と
は
利
潤
漆
冶
低
落
せ
し
め
ん
と
の
傾
向
そ
有
す
。

こ
の
「
法
則
」
に
封
す
ゐ
ツ
ガ
ン
の
批
判
な
る
も
の
は
、
会
く
現
世
に
却
し
な
い
「
椴
定
」
の
下
に
作
ら
れ
士
「
故
向
学
的
計
算
」
に
す
ぎ

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
「
椴
定
」
や
さ
ま
ざ
ま
に
艶
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
利
潤
療
の
上
昇
傾
向
」
と
云
う
「
結
論
い
や
「
説
明
L

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
数
乎
的
に
「
設
明
」
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
経
怖
感
的
民
理
た
る
の
資
格
舎
に
な
う
と
い
う
こ
と
と
同
じ

絞
済
同
学
研
究
二



ツ
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H
バ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
『
同
氏
終
的
川
九
州
よ
り
凡
た
資
本
制
秩
序
の
脳
援
』
に
つ
い
て
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こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
?

「
利
潤
容
の
上
昇
傾
向
」
に
も
拘
ら
ず
、
ツ
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
究
本
制
純
情
秩
序
は
「
崩
壊
」
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
、
資
本
主
義
は
、
労
働
者
陪
級
そ
「
目
的
」
で
は
な
く
、
山
単
な
る
「
手
段
」
と
若
倣
じ
て
い
み
か
ら
、
ツ
ガ
ン
の

「
賞
質
賃
銀
の
著
し
い
上
u
在
、

「
倫
理
的
規
範
」
に
矛
厨
す
ら
か
ら
。

ツ
ガ
ン
は
彼
の
新
カ
ン
ト
派
的
方
法
論
必
立
く
こ
と
は
出
来

に
け
れ
ど
も
.
そ
れ
と
同
時
に
‘
資
本
主
義
の
つ
良
い
方
商
」
と
「
惑
い
方
制
」
と
や
院
別
す
ら
と
こ
ろ
の
、
プ
ル

i
ド
ン
と
一
緒
に
、

か
く
し
て
、
経
昨
撃
に
「
倫
理
的
規
範
」
必
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
‘

「
科
撃
の
領
域
」
か
ら
「
空
知
の
領
域
」
に
逆
民
り
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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ロ
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ロ
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!
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お
〈
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